
 

  

Ryu’s Paper
  厳しい残暑もようやく過ぎ去り、冬の引き締まった空気を感じる季節になってきました。急な冷え込みで

体調を崩さないよう暖かくして過ごしてくださいね。今回の『図書館でめぐる郷土』のテーマは「仏教伝来

と八尾の古代寺院」です。６世紀、百済から日本へともたらされた仏教は、争いの火種になりながらも、仏

教を主体とする〝飛鳥文化“を生み出しました。八尾市渋川町には中河内で最も古い寺院跡があり、当時の

姿を偲ばせる華麗な模様の瓦が発見されています。 
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５３８年（５５２年という説もある）、百済
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天皇へ仏像や経典、仏具などが贈られたことで、日本

に仏教がもたらされました。仏教を信奉することの重要性を耳にした欽明天皇は、仏教の受容を巡っては独断で決

めるわけにはいかないとして、群臣に意見を求めました。他の国々が礼拝していることから大臣
おおおみ

の蘇我稲目
そ が の い な め

は仏教

受容に賛成し、大連
おおむらじ

の物部尾輿
もののべのおこし

は蕃
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神
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(外国から渡来した神)を受容すれば国つ神の怒りを買うとして反対します。

これにより、豪族たちは崇仏派と排仏派にわかれて激しく争うことになりました。ヤマト王権の最高執政官であった蘇

我氏と物部氏の対立は、跡を継いだ蘇我馬子
そ が の う ま こ

と物部守屋
もののべのもりや

に引き継がれます。先代から続いた対立は、５８７年の

「丁未
て い び

の変
へん

」において守屋が馬子の軍によって討たれ、物部氏の本家が滅びたことで幕を降ろしました。これ以降、

崇仏派である蘇我氏の本家が権力を拡大していきます。 

５９２年、蘇我氏と親戚関係にあった推古
す い こ

天皇が即位し、５９３年には推古の甥にあたる厩戸皇子
う ま や と の み こ

（聖徳太子
し ょ う と く た い し

）が

摂政となりました。政治の拠りどころとして仏教を重んじたことから、各地に寺院が建立され、仏教を主体とした飛鳥

文化が誕生したのでした。 

八尾市内では、飛鳥時代に創建されたと考えられる寺院跡が７か所確認されています。その中で最古の寺院跡

は、７世紀前半に建立されたとされる渋川廃寺（現在の渋川天神社付近）です。渋川廃寺から出土している最古の

軒瓦
のきがわら

には、弁の中央に稜線を持つ「素弁八弁蓮華文軒丸瓦
そべんはちべんれんげもんのきまるがわら

」があり、これは蘇我氏が造営した豊浦寺
と ゆ ら で ら

(奈良県明

日香村)の瓦の系統に位置づけられるもので、法隆寺系の瓦である「忍冬唐草文軒平瓦
にんとうからくさもんのきひらがわら

」なども見つかっていること

から、渋川廃寺は丁未の変の後に蘇我氏によって建てられたものではないか、という説があります。このほかに

東郷廃寺
と う ご う は い じ

（桜ケ丘付近）、西郡廃寺
に し こ お り は い じ

（幸町付近）、竜華寺
り ゅ う げ じ

（陽光園付近）等があり、山麓部では東高野街道
ひがしこ うやかいど う

に沿っ

て北から心合寺
し ん ご う じ

、高麗寺
こ ま で ら

、教興寺
き ょ う こ う じ

が並び、柏原市域に入ると智識寺
ち し き じ

、鳥坂寺
と り さ か で ら

、大里寺
おおさ とで ら

などの河内六大寺と呼ば

れる６つの寺院がありました。これ以外の地でも、飛鳥時代の瓦が出土した遺跡が数か所確認されており、さらに多

くの寺院が存在したのではないかと考えられて 

います。 
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【写真左】素弁八弁蓮華文軒丸瓦 

【写真右】忍冬唐草文軒平瓦 

（写真提供：八尾市立埋蔵文化財調査センター） 
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情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 編集・発行 

１１月６日はアパート記念日。アパートを舞台にした小説をご紹介します。主人公の茜は４３歳の独

身女性。亡き父から昭和の香り漂うアパート、花桃館の管理を引き継ぎます。アパートの店子は父

の愛人、ウクレレ男、寄生体質のシングルファーザーとその子供達、幽霊夫婦など個性の強いメン

バーばかりで、家賃を取り立てるのにもひと苦労。それでもどこか憎めない店子たちと茜の会話がユ

ーモラスで味わい深く、「人生は思うようにならないのが当たり前」と、おおらかな気持ちが芽生える

作品です。 

  

本のリサイクルまつり 

●日時…2023年 11月 18日(土) 13:00～16:00 

      ※定員 270人 20分入替制（各 30人）  

●場所…龍華コミセン３階 集会室 

●対象…市内在住者の方 

           整理券の番号順に入場していただきます。 

           フリータイムはありません。 

           選べる本は 1人 10冊までです。 

           本を入れる袋はご持参ください。 

八尾市には各種行政手続きの受付がインターネットで行

える『八尾市電子申請システム』があり、八尾市立図書館

の利用者登録（新規申込）も電子申請で行うことができま

す。（※八尾市電子申請システムの事前登録が必要です。） 

本人確認・現住所確認書類を写真データやスキャンデー

タ等でご準備いただき、登録の手続きを行ってください。 

≪電子申請を利用できる方≫ 

①八尾市在住の方、八尾市内に通勤・通学している方 

②中学生以上の方 

電子申請をされた方には、紙の借出カードは発行されま

せん。スマートフォンで八尾市立図書館ホームページの

「利用者メニュー」にログインし、画面に表示されるバーコ

ードを提示することで本を借りることができます。 

移動図書館では利用できませんが、カード作成のために

来館する必要がなくスムーズにお手続きいただけます。 

是非ご利用ください。 

電子申請で利用登録しよう！ 

皆さんからご提供いただいた本を 

お譲りします！ 

【八尾市電子申請システム】 

https://lgpos.task-asp.net/cu/272124/ea/residents/ 

portal/home 

整理券を配布します 

●配布日…11月 11日(土) 10:00～ 

●配布場所…龍華図書館 返却ポスト横(付近) 

           先着 270名/ひとり 1枚まで 

           お並びの方にのみお渡しします。不在の方の分をお渡

しすることはできません。 

           整理券をお持ちでない方は、リサイクルまつりにご参加

いただけませんのでご注意ください。 


